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伊佐早 謙
―琉球・沖縄史料のまもりびと―

2024 年   10 月 8日（火）～ 12月 8日 （日）
山形大学附属図書館(中央図書館)カウンター前
 ＊ 図書館開館日、開館時間に準じます。

入 場 無 料

主催：山形大学エクステンションサービス推進本部（YEX） お申し込み　https://yex.kj.yamagata-u.ac.jp/rinsen.html     
お問合せ　山形大学エクステンションサービス推進本部　　電話｜023-628-4779     E-mail｜yu-extension@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

【同時開催】　

オンデマンド講座「エクステンションぷらすα 伊佐早謙―琉球・沖縄史料のまもりびと」
上記展示にあわせて、山形大学エクステンションサービス推進本部ではオンデマンド講座を開催します。

・配信時期：2024年 10月21日（月）～12月13日（金）予定
・受講方式：オンデマンド配信　　・受講料：3,000 円（全３回）
・講座内容：全 3回：（１回 60分）　申込〆切：12月8日（日）
① 新宮学 山形大学名誉教授 「近代山形最初の郷土史家、伊佐早謙の仕事」
② 石黒志保 山形大学人文社会科学部講師「伊佐早謙が収集した「林泉文庫」の行方」
③ 新宮学　「郷土史家伊佐早謙と林泉文庫―「知」のまもりびとの軌跡」

お申込はこちらから

【主催】 山形大学附属図書館
【共催】 国立歴史民俗博物館　課題設定型基盤研究「「地域アーカイブ」
 の形成過程と郷土史家の役割に関する総合的研究」
【後援】 山形大学附属博物館　　山形大学人文社会科学部

【お問合せ】山形大学人文社会科学部 石黒研究室
電話｜023-628-4241  E-mail｜ishiguro@human.kj.yamagata-u.ac.jp

山形大学附属図書館 企画展

国立歴史民俗博物館　課題設定型基盤研究「「地域アーカイブ」

伊佐早謙の漢詩集「樅軒稿」、1926（大正15）年刊
「登首里城」



本学附属図書館では、1955（昭和30）年頃に購入した「林泉文庫」旧蔵の和漢書を1,255部以上所蔵して
います。「林泉文庫」は、山形県師範学校（本学地域教育文化学部の前身）でも教鞭をとった、伊佐早謙
（1858~1930）が収集した蔵書です。本学附属図書館所蔵の「林泉文庫」は、長いあいだ未整理のままで、
和書や漢籍の一部が調査されたものの、いまだ全体の目録がなく一部の利用にとどまっていました。現在、
悉皆調査・整理と目録作成を進めていますが、これまでの整理過程で見つかった、琉球・沖縄史料を中心
とする特筆すべき貴重書を本展で紹介します。太平洋戦争で焦土と化した沖縄でも現存しない史料が、本
学附属図書館に所蔵されています。ぜひ、その貴重な史料とその来歴をご覧ください。

伊佐早謙（1858-1930）：米沢藩御小納戸組の家に生まれ、藩校興譲館の提学であった片山弦斎の下で
漢学や歴史を学び、山形県師範学校、私立米沢中学校で教鞭をとる。また、上杉家記録編纂所の総裁、第
二代米沢図書館長として、晩年まで上杉家や東北・米沢の歴史資料の収集に尽力した。
　1924（大正13）年、第二代沖縄県令であった上杉茂憲（1844-1919、米沢藩第13代藩主）の事績調
査のため沖縄を訪問し、蔡大鼎（1823-没年不詳）や林世功（1842-80）旧蔵の琉球漢詩文の史料を持ち
帰る。太平洋戦争で焦土と化した沖縄の貴重な史料が、「林泉文庫」に残されることになった。

2024年10月8日(火) ～ 12月8日(日)
※会期中、一部展示替えを行います。

国立歴史民俗博物館　企画展示室A・B
（ 〒285-8502　千葉県佐倉市城内町117 ）

いさはやけん

うえすぎもちのり

さいたいてい

おこなんどぐみ かたやまげんさい

【同時開催】　国立歴史民俗博物館  企画展示
「歴史の未来―過去を伝えるひと・もの・データ―」

本学附属図書館所蔵の「北燕游草」「林世功遺稿」
（林泉文庫旧蔵）が展示されます！　

詳しくは、下記のページをご覧ください。https://www.rekihaku.ac.jp/event/2024_exhibitions_kikaku_mirai.html

展示資料  すべて山形大学附属図書館所蔵

「林泉文庫寄贈書及書目」: 伊佐早の没後に、その蔵書を上杉家に寄贈するにあたり作成された目録。

「琉球史料目録」

沖縄県立図書館所
蔵の郷土史資料の
分類目録。伊佐早
が調査に訪れた時
期に作成された。

伊佐早 謙 　個人蔵

「言上書写」

道光30年（1850）、清朝
への進貢と同治帝即位の
慶賀使節に命じられた久
米村の士族、毛有增が記
した公務日記。

「大清道光二十七年時憲書」

清朝の欽天監が作成した暦
で、琉球に賜与されたもの。
朱墨二色刷り。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
開館時間：9:30～16:30（入館は16:00まで）
入館料　：一般1000円（800円）　大学生500円（400円）
　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金
　　　　　※高校生以下入館無料
休館日　：毎週月曜日（休日にあたる場合は開館し、翌日休館）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

企画展  伊佐早 謙―琉球・沖縄史料のまもりびと―


